































































































































































































































































-(Euvres de Descartes， pubJiees par Ch.Adam et P.Tannery， 13vols.， 1964-74， Vrin 
なお『情念論』の引用についてはGenevi色veRodis版 (VJ司in，1970)に拠り、ロー マ数字で節の番号を示した。










Descartes et RegJ.同 auωurde l'exphca的'ndel'e呪prithumain， Rodop， Amsterdaam， 1993; Une universite pas encore 
corrompue...， Universiteit Utrechit， 1993 
6花田圭介、前掲書参照。





われわれはそこに住み宣誓し生まれたことによって、それらに結びついているのですJ(同年9月15日、 A.T. rv. 293)。
Bエリザベト王女宛の手紙でデカルトはこの強度を心臓の火と神経に結びつけている。また次のように「情動Jについて
述べている。「精神が情動を受ける前にH ・H ・そしてそこ[情動]においてのみ、情念があるJ(A T.rv. 312)。気質は、個
体の生来的なものともいえるが、身体内の動物精気の「通常の流れ」によるだけで、「精気の個別的な動き」によるのでは
ない (Ibid.311)。この精気の個別的動きが情動を特徴づける。
10 Catherine Kintzler， Le traite des passions de l'amEちoucomment recuser les bons sentiments (comparaison entre 
Descartes et Ni凶zsche)，Papier du College international de Philosophie 3， m紅 s1991.キンツラーは、ニーチエ『道徳
の系譜』第1論文における『高貴な者Jr強き者Jと「弱者Jの概念との対比を試みている。
11 Kintzler， Ibid. p4. Paul B色nichou，Morale du Grand si旨cle，Gallimard， 1948，朝倉・羽賀訳『偉大な世紀のモラル』法





げられている(Kintzler，Ibid. p.ll， n.l) 
13 Kintzler， Ibid. p.13 
14村上勝三「内的感覚論一----7カルト哲学における個人倫理の基礎Jr思想J869号、 1996、pp.218・219.なおこの節に
おける f理性Jについては、 DenisKambouchener， L'homme des passions， Albin Michel， 1995， p.270sq.に論及がある。
本論文は平成15年度科学研究費(基盤研究C2・15520003)による成果の一部である。
(たにがわ・たかこ 筑波大学哲学・思想学系教授)
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